





No.143  伊藤健宏・迫一光：公的介護制度と年金制度への財源配分に関する考察 
～介護を考慮した世代重複モデルからの示唆～ 
（2020 年 3 月 12 日） 
No.144  Tee Kian Heng・北上市商工部商業観光課：北上市産業連関表の作成及び夏油高原ス
キー場による北上市への経済波及効果 
（2020 年 3 月 19 日） 
No.145  三須田善暢：翻刻 有賀喜左衛門ドイツ社会学関係ノート 
（2020 年 4 月 6 日） 
No.146  高嶋裕一：人間的自由と確率 ――産的実践における確率の意義に注目して―― 
（2020 年 4 月 13 日） 
No.147  三須田善暢・長谷部弘・泉桂子：日本村落研究学会東北地区研究会ミニシンポジウム

















 会費は以下のとおりです。本会の会計年度は、毎年 4 月 1 日～翌年 3 月末日です。 
普通会員・特別会員  2,000 円 







〒020-0693  岩手県滝沢市巣子 152-52   
岩手県立大学総合政策学部  総合政策学会事務局 宛て 
2) 以下の口座に振込後、電子メール(yuri_k@ipu-office.iwate-pu.ac.jp) または電話で振込日を
ご一報ください。 
銀行口座：岩手銀行 巣子支店 店番 105   普通口座   1114117 





























（2）特別会員  普通会員であった者及び本会の趣旨に賛同する者で理事会が特に入会を承認した者 



































（2）特別会員  普通会員であった者及び本会の趣旨に賛同する者で理事会が特に入会を承認した者 



















（1）理事長  1  名 
（2）理 事  若干名 
（3）監 事  2  名  
（理事長） 













②  理事長は、必要があると認めるときに臨時総会を招集することができる。 
③  総会の議長は、理事長が務める。 












      附 則 
①   本会則は、1998（平成10）年10月7日から施行する。 
②   普通会員・特別会員の年会費は2,000円とし、購読会員の年会費は1,000円とする。   
③   初年度の役員の任期は、第10条にかかわらず、2000（平成12）年3月31日までとする。 
④   最初の事業年度の始期は、第14条にかかわらず、本会設立の日とする。  
 
      附 則（1999（平成11）年12月15日改正） 
  本会則は、1999（平成11）年12月15日から施行する。 
 
      附 則（2000（平成12）年5月17日改正） 
  本会則は、2000（平成12）年5月17日から施行する。 
 
      附 則（2001（平成13）年5月16日改正） 
  本会則は、2001（平成13）年5月16日から施行する。 
 
      附 則（2007（平成19）年6月20日改正） 
  本会則は、2007（平成19）年6月20日から施行する。 
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コロナ元年（2020 年）から 1 年経とうとしています。新しい生活様式を模索しなければならな
いのでしょうが、なかなか納得できるものができません。しかし、今後も模索し続けることが必要
です。早く、子供たちが思いっきり遊び回れるような環境になって欲しいのですが難しいことで
しょうか。個人的には、研究に際しては、国内国外の研究集会に足を運ぶというのが昨年度までの
スタイルだったのですが、コロナ禍の下では、出張を控えざるを得ず、新しい研究様式を模索して
いるところです。『総合政策』の編集に関していえば、コロナ禍で投稿件数が減ることを危惧して
いたのですが、リモート授業で教員が研究室にこもる時間が増えたためなのかどうか、思いの外、
投稿原稿が集まり安堵したところです。ところで、現行の投稿規程における問題点がいくつか浮
かび上がってきましたので、早急に改善すべく編集委員会一同で鋭意作業中であることを付記し
ておきます。まあ、何はともかく、『総合政策』の編集作業のスタイルにせよ、あるいは、生活一
般における作業のスタイルにせよ、新年度はコロナ禍を奇貨として、なるべく良い方向に生活ス
タイルをチェンジしていきたいものだと思っている今日この頃です。（NM） 
─ 127 ─
